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１．2020年８月期第１四半期の連結業績（2019年９月１日～2019年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年８月期第１四半期 2,240 15.9 △338 ― △342 ― △254 ―

2019年８月期第１四半期 1,932 △3.1 △360 ― △364 ― △242 ―
(注) 包括利益 2020年８月期第１四半期 △243百万円( ―％) 2019年８月期第１四半期 △236百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年８月期第１四半期 △215.90 ―

2019年８月期第１四半期 △207.68 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年８月期第１四半期 9,378 1,434 14.8

2019年８月期 8,693 1,695 19.0
(参考) 自己資本 2020年８月期第１四半期 1,388百万円 2019年８月期 1,654百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年８月期 ― 0 ― 20.00 20.00

2020年８月期

2020年８月期(予想) 0 ― 20.00 20.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2020年８月期の連結業績予想（2019年９月１日～2020年８月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,200 3.1 100 254.2 70 312.8 30 ― 25.49

通期 10,300 3.4 300 106.4 220 133.9 100 287.4 84.97
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年８月期１Ｑ 1,191,400株 2019年８月期 1,190,800株

② 期末自己株式数 2020年８月期１Ｑ 13,925株 2019年８月期 13,884株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年８月期１Ｑ 1,177,224株 2019年８月期１Ｑ 1,169,416株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料P.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間（2019年９月１日～2019年11月30日）におけるわが国経済は、雇用情勢は改善傾向で推移

したものの、企業の景況感に悪化の傾向が見られました。また、米中貿易摩擦の長期化や英国のEU離脱問題、中東情勢

の不安定化に伴う海外経済の不確実性が増す中、消費税率の引き上げによる消費マインドの冷え込みが懸念されるなど、

先行きは不透明な状況で推移しました。

　小売業界におきましては、地域や所得環境を背景とした消費の二極化に加え、将来不安等を受けた生活防衛意識が継

続する中、消費税率の引き上げや台風など相次ぐ自然災害の影響による消費の落ち込みも重なり、総じて厳しい事業環

境となりました。

　このような環境のもと、当社グループは、2020年に創業100周年を迎えるにあたり、次の100年への歩みに繋げる節目

の年と位置付け、これまで培ってきた強みの徹底と進化を基本方針として、企業ミッションの実現に向けた取り組みを

進めております。

　その中核となる取り組みとして、成長ドライバーである主力商品“Wish upon a star”の更なる競争優位性を確立す

べく、2019年10月、ダイヤモンド研究の権威である畠健一氏を招聘し、ダイヤモンド研究所を設立いたしました。同研

究所は、ダイヤモンドの真の価値を伝えるための様々な研究や活動を行う機関として位置付けており、この先、いかに

時代の価値観が変わろうとも、天然ダイヤモンドの不変的価値を中立かつ根拠をもって正しく世の中に発信していくこ

とを使命としております。さらに、当社が日本で最もダイヤモンドに造詣が深い企業として、全社員の自信と誇りを醸

成するとともに、“Wish upon a star”の価値を広く訴求させながら、100年後も価値ある高品質のダイヤモンドを提供

するための活動を牽引する役割を担っております。

　これらの活動の一環として、ダイヤモンドの学術的研鑽をはじめ、最高品質のダイヤモンド原石の探求や研磨技術の

研究を行うなど、より付加価値の高い商品を提供できるよう、研究開発の深化に努めました。

　既存チャネルの強化として推進する店舗政策については、2019年９月にSAKURA MACHI Kumamoto店（熊本県）、同年10

月にららぽーと沼津店（静岡県）、JR京都伊勢丹店（京都府）、大丸神戸店（兵庫県）、同年11月にグランベリーパー

ク南町田店（東京都）をオープンしました。その結果、当第１四半期累計期間末の国内店舗数は前年同四半期末に比べ

３店舗増加し、91店舗となりました。

　また、テクノロジーの進展が加速するなか、消費行動の変化に対応すべく、ECサイトやブランドサイトの改修・統合

を検討するとともに、自社アプリの導入やCRMシステムの見直しを行うなど、オムニチャネルの最適化やブライダル来店

予約の強化に向けたデジタル領域への投資を実行しました。

　その他、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の取り込み強化や消費税率引き上げ後の消費落ち込みを埋めるための対

応策を実施するなど、足元での売上拡大にも注力しました。

　海外事業については、小売部門である台湾子会社の台灣貞松股份有限公司（日本名：台湾貞松㈱）では、引き続きア

ジア戦略の重要拠点として、インターナショナルブランドの確立に向けた取り組みを進めました。

生産部門であるベトナム子会社D&Q JEWELLERY Co.,Ltd（日本名：ディーアンドキュー ジュエリー）では、SPA企業と

して、特に品質管理・工程安定化に注力するなど、グループ全体での競争力の向上に努めたものの、SCM（サプライチェ

ーンマネジメント）の有効化には課題が残りました。

　これらの取り組みを進めた結果、売上高は前年同四半期比308百万円（15.9％増）増加しました。店舗数の増加に伴う

売上増や消費税率引き上げに伴う各種施策を実施したことにより、売上高は堅調に推移しました。また、主力商品の

“Wish upon a star”が前年同四半期比1.2％増、ブライダル売上が前年同四半期比3.0％増となり、増収に寄与しまし

た。

　売上総利益は、増収に伴い前年同四半期比7.7％増となりました。一方、ベトナム子会社製品の売上高構成比が前年同

四半期比で45.8％から40.4％まで低下したことや金価格が期間平均で17.9％上昇したことなどにより原価率が上昇した

ことに加え、消費税率引き上げに伴うセール施策の拡大や在庫処分施策を強化したことが影響し、売上総利益率が前年

同四半期比で4.5ポイント低下しました。

　費用に関しては、店舗数の拡大に伴う人件費の増加に加え、新規出店や店舗改装等に要する費用、増収に伴う変動家

賃の増加等が主な要因となり、販売費及び一般管理費は前年同四半期比73百万円（4.6％増）増加し、1,669百万円とな

りました。

　その結果、営業損失は前年同四半期に比べ22百万円改善し、338百万円となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高2,240百万円（前年同四半期比15.9％
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増）、営業損失338百万円（前年同四半期営業損失360百万円）、経常損失342百万円（前年同四半期経常損失364百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失254百万円（前年同四半期純損失242百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当連結会計年度の資産の部は、前連結会計年度に比べて684百万円（7.9％）増加して、9,378百万円となりました。こ

れは主に、現金及び預金が387百万円、商品及び製品が255百万円、繰延税金資産が114百万円増加したことによるもので

あります。

当連結会計年度の負債の部は、前連結会計年度に比べて946百万円（13.5％）増加して、7,943百万円となりました。こ

れは主に、支払手形及び買掛金が257百万円、借入金の総額が583百万円、未払金及び未払費用が88百万円増加したこと

によるものであります。

当連結会計年度の純資産の部は、前連結会計年度に比べ261百万円（15.4％）減少して1,434百万円となりました。これ

は主に、利益剰余金が277百万円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は14.8％となり、前連結会計年度末に比べ4.2ポイント減少いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2019年８月期決算発表時（2019年10月16日）の予想を変更しておりません。

　なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としており、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 698,717 1,085,916

受取手形及び売掛金 1,059,193 958,573

商品及び製品 3,595,853 3,851,368

原材料及び貯蔵品 992,235 971,023

その他 175,531 209,588

貸倒引当金 △319 △1,082

流動資産合計 6,521,212 7,075,388

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,037,633 1,111,716

減価償却累計額 △500,430 △528,166

減損損失累計額 △19,900 △19,900

建物及び構築物（純額） 517,303 563,649

機械装置及び運搬具 98,435 100,689

減価償却累計額 △71,113 △73,047

機械装置及び運搬具（純額） 27,321 27,642

工具、器具及び備品 325,798 331,271

減価償却累計額 △240,126 △251,677

工具、器具及び備品（純額） 85,671 79,593

土地 90,478 90,478

リース資産 523,757 534,638

減価償却累計額 △297,664 △319,149

リース資産（純額） 226,092 215,488

有形固定資産合計 946,867 976,851

無形固定資産 168,516 161,266

投資その他の資産

投資有価証券 81,965 82,211

繰延税金資産 180,326 295,170

差入保証金 635,251 630,018

その他 165,320 163,866

貸倒引当金 △6,298 △6,630

投資その他の資産合計 1,056,566 1,164,636

固定資産合計 2,171,950 2,302,754

資産合計 8,693,163 9,378,143
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 727,309 985,032

短期借入金 2,513,640 2,914,360

1年内返済予定の長期借入金 638,932 654,636

未払金及び未払費用 627,921 716,587

前受金 274,224 301,720

リース債務 112,472 109,456

賞与引当金 32,279 27,692

その他 101,405 80,092

流動負債合計 5,028,186 5,789,578

固定負債

長期借入金 1,273,531 1,441,083

リース債務 209,504 192,383

退職給付に係る負債 258,238 264,317

その他 227,735 255,891

固定負債合計 1,969,009 2,153,675

負債合計 6,997,195 7,943,253

純資産の部

株主資本

資本金 801,484 801,784

資本剰余金 608,793 609,093

利益剰余金 295,574 17,868

自己株式 △13,620 △13,694

株主資本合計 1,692,231 1,415,051

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 89 260

為替換算調整勘定 △37,075 △26,256

退職給付に係る調整累計額 △588 △441

その他の包括利益累計額合計 △37,574 △26,437

新株予約権 41,310 46,274

純資産合計 1,695,967 1,434,889

負債純資産合計 8,693,163 9,378,143
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年９月１日
　至 2018年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2019年11月30日)

売上高 1,932,310 2,240,308

売上原価 697,195 909,410

売上総利益 1,235,114 1,330,897

販売費及び一般管理費 1,595,926 1,669,214

営業損失（△） △360,812 △338,316

営業外収益

受取利息 124 158

受取家賃 300 －

為替差益 7,251 11,632

その他 342 135

営業外収益合計 8,018 11,927

営業外費用

支払利息 10,484 11,947

その他 1,532 4,270

営業外費用合計 12,016 16,218

経常損失（△） △364,810 △342,607

特別利益

受取補償金 － 10,765

特別利益合計 － 10,765

特別損失

店舗閉鎖損失 2,748 －

固定資産除却損 － 34,303

特別損失合計 2,748 34,303

税金等調整前四半期純損失（△） △367,558 △366,146

法人税、住民税及び事業税 2,054 3,018

法人税等調整額 △126,752 △114,996

法人税等合計 △124,697 △111,978

四半期純損失（△） △242,861 △254,168

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △242,861 △254,168
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年９月１日
　至 2018年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2019年11月30日)

四半期純利益 △242,861 △254,168

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16 170

為替換算調整勘定 5,118 10,819

退職給付に係る調整額 915 147

その他の包括利益合計 6,017 11,137

四半期包括利益 △236,843 △243,030

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △236,843 △243,030

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

連結納税制度の適用

当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度から連結納税制度を適用しております。
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